	前期
	小４
	こんなときは注意！
	※学級活動など


	
	１学期
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　目　標　　　
○　通学時以外にも不審者の被害にあう可能性があり、どんな場所や状況が危険なのか知り、「自分の身を守るポイント」を理解することができるようにする。
２　指導のポイント
○　危険な場所についての話し合いを通して、誘拐などの事件は、帰宅後や休日に保護者や地域の人の目が届きにくい場所で起こることを理解できるようにする。
○　事件を未然に防ぐために、誘拐されそうになったときの対処法を身に付けることができるようにする。
３　準備するもの
・「こんなときは注意！」プリント　・写真①～⑦
４　事前・事後の活動計画
	事　前
	本　時
	事　後

	「危険な場所」で学習したことを想起させる。
	「こんなときは注意！」
	「自分の身を守るポイント」を教室に掲示し、日常生活で振り返っていく。


５　本時の展開
	
	学　習　活　動
	指 導 上 の 留 意 点

	導入（つかむ）


	１　「みまもっち」などの不審者情報を紹介する。
２　めあての確認をする。

　　


	· 身近なところにも、不審者による声かけなど、
　危険なことが潜んでいることを認識させるようにする。

	展　開（さぐる・見つける）
	３　誘拐の危険性がある場所について考え、その特徴を知る。

４　誘拐される状況を考えて、「自分の身を守るポイント」を復習する。

５　ロールプレイを通して、身を守るポイントを身に付ける。
	○　７つの写真の場所は、全て危険が潜んでいることを押さえるとともに、人通りが多い場所も危険であることに気付かせるようにする。
○　７つの写真の場所を分類しながら。危険な場所には「見えにくい場所」「声がとどかない場所」「紛れ込みやすい場所」があることを理解させるようにする。
○　不審者に出会ったときの合い言葉「いか・の・お・す・し」を確認しながら、「自分の身を守るポイント」を理解させるようにする。
○　不審者との距離をとることや防犯ブザーを使
ってもよいことを加えて指導するようにする。

	まとめ（決める）
	６　学習の振り返りをする。
· 「こんなときは注意！」プリントに授業の感想を書
き、不審者に出会った時の行動を記入する。
	○　児童の感想を基に、不審者に出会わないようにすることや、不審者に出会ったときの対処法を日頃から意識させるようにする。



　不審者に出会った時の対応の仕方について考えよう。





〈写真の場面〉


トンネル　　　　　⑤工事現場


公園の木陰　　　　⑥高架下


駐車場　　　　　　⑦繁華街


裏通り　　　　　





＊自分の身を守るポイント「いか・の・お・す・し」


　①知らない人には、ついて行か（いか）ない。②知らない人の車に乗（の）らない。


③助けてと、大（お）きな声でさけぶ。　　　


④安心なところ・大人のいるところまで、す（す）ぐに逃げる。


⑤どんな人が、何をしたのか、家の人や学校の人に知（し）らせる。
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